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学
期
の
お
も
な
行
事

学
期
の
お
も
な
行
事

※
急
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
下
さ
い
。

二
○
二
〇
（
令
和
二
）
年
四
月
八
日
発
行

【
４

月
】

８
日

始
業
式
（
４
月

日
ま
で
臨
時
休
業
）

17

日

入
学
式
（
４
月

日
ま
で
臨
時
休
業
）

10

17

本
年
度
の
学
年
編
成
・
お
も
な
校
務
分
掌

本
年
度
の
学
年
編
成
・
お
も
な
校
務
分
掌

日

身
体
測
定
（
延
期
）
・
（
５
組
）
対
面
式
（
延
期
）

13
日

生
徒
写
真
撮
影
（
延
期
）

14

【
学
年
配
当
】

日

全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
延
期
）・
検
尿
１
次
（
延
期
）

17
日

検
尿
１
次
予
備
日
、
１
年
心
電
図

日
内
科
検
診
（
３
年

20

21

学

年

主

任

１

組

２

組

３

組

４

組

５

組

・
全
５
組
）

日

（
５
組
）
新
入
生
歓
迎
会
・
４
月
新
部
会

22

日

歯
科
検
診
（
午
後
）

日
生
徒
会
予
算
委
員
会
①

23

24

１

年

葉

山

山

本

石

木

相

生

新

谷

小

倉

日

内
科
検
診
（
午
後
２
年
）、
検
尿
２
次

27
日

奈
良
め
ぐ
り
１･

２
年
、
３
年
総
合
テ
ス
ト

新
旧
評
議
員
会

28

２

年

佐

竹

中

嶋

若

森

山

田

亀

井

大

谷

日

眼
科
検
診

30

３

年

佐

藤

市

橋

吉

岡

長

友

中

村

福

嶋

【
５

月
】

(

学
年
付)

(

１
年)

有

馬(

組)

・
竹

村(

組)

・
成
田
（
養
護
）

１
日

開
校
記
念
日(

休
業
日)

(

２
年)

吉

田(

組)

・
挽

地(

組)

７
日

耳
鼻
科
検
診
（
午
後
）

(

３
年)

尾

本(

組)

・
辰

巳(

組)

・
牧
原
（
５
組
）

８
日

部
活
動
発
足
会
（
基
準
日
）、
新
旧
学
校
保
健
委
員
会

日

市
民
体
育
大
会(

中
止)

、

10

【
企
画
委
員
】

日

内
科
検
診
（
午
後
・
１
年
）

11
日

全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
桜
会
総
会
、
教
育
後
援
会
総
会

12

(

校
長)

渡

邉

(

副
校
長)

松

田

(

主
幹
教
諭)

奥

原

日

生
徒
会
予
算
委
員
会
②

14
日

認
証
式
・
生
徒
総
会

※
修
学
旅
行
（

月
実
施
）

20

10

有

馬
・
佐

藤
・
佐

竹
・
葉

山
・
吉

田
・
竹

村
・
福

嶋

~

日

中
間
テ
ス
ト
（
１
～
３
年
）

25

26
日

５
組
授
業
参
観･

防
火
訓
練

日

(

５

27

28

組)

知
的
障
害
指
導
法
実
習
（
～
６
月

日
）

22

【
校
務
分
掌
】

【
６

月
】

教
務
部

◎
有

馬
・
尾

本
・
葉

山
・
挽

地

３
日

生
徒
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

文
化
部

◎
中

嶋
・
山

田
・
牧

原

５
日

Ｑ
Ｕ
検
査

１~

日

教
育
実
習(

２
～
４
週
間
実
習)

26

生
活
部

◎
吉
田
・
市
橋
・
亀
井
・
中
村
・
山
本
・
相
生
・
小
倉

日

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
予
行
（
午
前

分
授
業
）

９

45

日

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ(

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場)

(

雨
天
時

日)

11

15

図
書
部

◎
石
木
・(

佐
久
間)

日

奈
良
市
総
合
体
育
大
会
（
基
準
日
）

13

日

期
末
テ
ス
ト
（
１
～
３
年
）

24

25

26

整
美
部

◎
吉
岡
・
辰

巳
・
成

田

【
７

月
】

保
体
部

◎
佐

藤
・
福

嶋
・
新

谷

２
～
４
日

２
年
臨
海
実
習

日

５
組
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
午
後
期
末
懇
談

15

研
推
部

◎
竹

村
・
大

谷
・
長

友
・
佐

竹
・
若

森

日

期
末
懇
談
（
全
日
）

16
日

期
末
懇
談
（
全
日
）

17
日

終
業
式

20

◎
辰

巳
・
渡

邉
・
松

田
・
奥

原
・
佐

藤
・
佐
竹

葉
山
・
大

谷
・
吉

田
・
成

田

〈
離
任
〉
森
本
弘
一(

校
長)

・
山
本
佑
子(

国
語)

・
佐
古
田
康
義(

社
会)

੬
৕
೻
ે
஛
੡

山
上
成
美
（
数
学
）
・
植
村
巴
（
英
語
）
・
上
尾
実
由
（
音
楽
）

੓
৕
౽
ે
੸
੡
भ

柁
谷
惠
美
（
５
組
）
青
木
聡
子
（
書
写
）・
小
森
哲
朗
（
５
組
）

夏
見
愛
永
（
５
組
）

ৗ
ো
ে
॑

〈
着
任
〉
渡
邉
伸
一(

校
長)

・
石
木
雅
人(

国
語)
・
相
生
真
志(

社
会)

ಶ
इ
ऽ
ख
ञ
␔

吉
岡
睦
美(

数
学)

・
山
田
耕
士
（
英
語
）
牧
原
孝
弥
（
５
組
）

太
田
優
生
（
５
組
）
・
中
川
優
花
（
５
組
）

〈
復
職
〉
挽
地
夕
姫(

音
楽)

教

育

相
談
部

奈
良
と
病
気

渡

邉

伸

一

新
し
く
校
長
と
な
っ
た
渡
邉
で
す
。
例
年
通
り
の
始
業
式
や
入
学
式
が
行
え
ず
、

ま
た
授
業
開
始
も
遅
れ
て
し
ま
い
非
常
に
残
念
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
新
学
期
の
出

鼻
を
く
じ
か
れ
、
戸
惑
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
感
染
症
対
策
と
し
て
は
、
予

防
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
人
に
う
つ
さ
な
い
行
動
が
必
要
で
す
。
学
校
も
最
大
限

の
努
力
を
し
ま
す
。

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
行
動
や
努
力
を
続
け
る
一
方
で
、
今
回
の
事
態
を
病
気

（
特
に
感
染
症
）
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
み
る
機
会
に
も
し
ま
せ
ん
か
。
附
中
で

は
、E

S
D

や
世
界
遺
産
学
習
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
奈
良
の
文
化
財
の
多
く

は
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
病
気
と
大
い
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
奈
良

の
大
仏
（7

5
2

年
完
成
）
。
東
大
寺
大
仏
の
建
立
目
的
は
、
社
会
科
の
教
科
書
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
伝
染
病
と
地
震
を
鎮
め
る
こ
と
で
し
た
。7

3
0

年
頃
か
ら
天
然

痘
と
い
う
病
気
が
大
流
行
し
、
当
時
の
日
本
の
範
囲
で1

/
4

か
ら1

/
3

の
人
々
が
亡

く
な
っ
た
、
と
い
う
研
究
も
あ
り
ま
す
。

奈
良
と
い
え
ば
、
興
福
寺
や
春
日
大
社
も
有
名
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
藤
原
氏
の
氏

寺
と
氏
神
で
す
が
、
こ
の
寺
社
が
積
極
的
に
関
与
し
て
創
始
さ
れ
、
今
日
ま
で
続

い
て
い
る
祭
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
奈
良
を
代
表
し
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
祭
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
春
日
若
宮
お
ん
祭
で
す

（1
1
3
6

年
～
）。
お
ん
祭
が
始
ま
る
前
、
大
雨
洪
水
が
頻
発
し
、
病
気
（
疫
病
）
が

は
び
こ
り
ま
し
た
。
お
ん
祭
は
、
こ
れ
ら
の
害
を
鎮
め
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
、

と
『
国
史
大
辞
典
』
に
は
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
奈
良
で
は
病
気
に
関
係
す
る
神
社
仏
閣
や
祭

礼
を
各
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
歴
史
を
通
じ

て
、
病
気
が
常
に
身
近
な
脅
威
と
し
て
存
在
し
た
た
め
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
、

新
し
い
宗
教
や
文
化
を
積
極
的
に
摂
取
ま
た
は
創
造
し
、
そ
れ
ら
が
今
日
ま
で
大

切
に
残
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

む
ろ
ん
、
そ
れ
ら
が
創
始
さ
れ
た
理
由
と
、
継
続
し
て
き
た
理
由
と
は
別
に
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
日
、
お
ん
祭
や
大
仏
を
見
る
の
は
多
く
は
観
光
目
的

で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
こ
れ
ら
奈
良
の
文
化
財
は
、
先
人
た
ち
に
よ
る
「
病
気
と

の
格
闘
の
産
物
」
で
あ
り
、
「
病
気
克
服
の
願
い
の
結
晶
」
と
い
う
面
を
確
実
に
も

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
世
界
遺
産
学
習
に
お
い
て
は
、
欠
か
せ
な
い
視
点

で
す
が
、
感
染
症
を
身
近
に
感
じ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
実
感
で
き
る
部
分
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

病
気
に
関
係
す
る
文
化
財
は
、
こ
れ
ま
で
例
に
挙
げ
た
よ
う
な
著
名
な
も
の
に
限

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
寺
社
や
各
種
の
仏
像
は
も
ち
ろ
ん
、
施
設
、
塔
、
石
像
な

ど
実
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
（
個
人
的
に
は
、
御
霊
神
社
や
頭
塔
、
大
神
神
社
な

ど
が
興
味
深
い
で
す
）
。
新
学
期
早
々
、
登
校
に
制
約
を
も
う
け
ざ
る
を
得
な
い
の

は
残
念
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
で
き
た
時
間
的
余
裕
を
使
っ
て
、
少
し
調
べ
て

は
み
ま
せ
ん
か
。


